
太田総合病院レジメン一覧　2020.4
乳癌
対象 療法名 薬品名 投与量 投与方法 時間 投与日(Day) 1コースの期間 投与コース 備考

weeklyパクリタキセル療法パクリタキセル 40～80mg/body DIV 60min 1 1週間 12回 7週目と8週目は休薬する

パクリタキセル 80mg/m2 DIV 60min 1.8.15

ドセタキセル 75mg/m2 DIV 60min 1

エンドキサン 600mg/m2 DIV 30min 1

エピルビシン 60～100mg/m2 DIV 5～30min

エンドキサン 500mg/m2 DIV 30～60min

5-FU 500mg/m2 急速静注 5min

アドリアシン 60mg/m2 DIV 15min 1

エンドキサン 600mg/m2 DIV 30min 1

エピルビシン 60～100mg/m2 DIV 5～30min

エンドキサン 500mg/m2 DIV 30～60min

（5-FU） （500mg/m2） 急速静注 5min

パクリタキセル 80mg/m2 DIV 60min 1 1週間 12回

ジェムザール ゲムシタビン 1250mg/m2 DIV 30min 1.8 3週間 PD

パクリタキセル 100mg/m2 DIV 60min

ゲムシタビン 1000mg/m2 DIV 30min

アバスチン 10mg/kg DIV 30～90min 1,15

パクリタキセル 90mg/m2 DIV 60min 1,8,15

エリブリン療法 ハラヴェン 1.4mg/m2 DIV 5min 1,8 3週間 PD

ビノレルビン療法 ナベルビン 25mg/m2 DIV 10min以内 1,8 3週間 PD

1.8 3週間 PDPTX＋GEM（分割）療法

1 3週間

1 1週間 1年間
初回     ：4mg/kg
2回目～：2mg/kg

DIV 90min

FEC 1 3週間 4～6回
エピルビシンの総投与量は900mg/m2ま
で

4回

EC（FEC）→PTX→ハーセプチンの順で
行う
エピルビシンの総投与量は900mg/m2
まで

PD
初回の忍容性が良好ならば、2回目以
降30minでも良い

初回     ：8mg/kg
2回目～：6mg/kg

ハーセプチン DIV 90min
ハーセプチンは全4回、パクリタキセル
は全12回投与1TriWeeklyハーセプチン

＋Weekly PTX
3週間 4回

PD

特定生物由来製品の為、輸血・血漿分
画製剤同意書が必要
術前術後補助療法での使用は不可

進行・再発

進行・再発・
    転移

ハーセプチントラスツズマブ療法 DIV
初回の忍容性が良好ならば、2回目以
降30minでも良い90min 1

アブラキサン療法 アブラキサン 260mg/body DIV 30min 1 3週間

1週間 PD
初回     ：4mg/kg
2回目～：2mg/kg

トラスツズマブ療法 ハーセプチン
初回     ：8mg/kg
2回目～：6mg/kg

DIV 90min 1 3週間

AC 3週間 4回
アドリアシンの総投与量は500mg/m2ま
で　　術前・術後補助として登録

4週間 PD
ベバシズマブ+weeklyパク

リタキセル療法

パージェタ

ハーセプチン

EC（FEC）＋WeeklyPTX
+ハーセプチン

3週間

術前・術後
補助：全18

回
進行再発：

PD

ペルツズマブ+triweeklyト
ラスツズマブ療法

術前・術後
補助

転移・進行
再発

ハーセプチン
初回     ：8mg/kg
2回目～：6mg/kg

DIV 30～90min 1

初回の忍容性が良好ならば、2回目以
降30minでも良い
タキサン系と併用

TC療法

術後補助

3週間 4回

初回　  ：840mg/kg
2回目～：420mg/kg

DIV 30～60min 1

3週間 PD
トラスツズマブ及びタキサン系抗悪性腫

瘍剤による化学療法歴のある患者

切除不能
進行・再発

トラスツズマブ
エムタンシン療法

カドサイラ 3.6mg/kg DIV 30～90min 1


